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分科会・委員会の審査概要 予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門別に
行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。
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●救急車の病院収容時間について
医師会や救命救急センター、受け入れ
病院と連携を図り、さらなる時間短縮に
努めてもらいたい。

●自治会などの補助金申請のオンライン化について
来年度から開始される補助金申請のオンライン化にあたって
は、自治会などに対し、事前に十分な説明を行うとともに、きめ
細やかなサポートを求めたい。

●いじめ問題について
学校現場の教職員に対し、現場でのいじめを絶対に見
逃さないという意識を持ってもらうとともに、適正に対
処できなければ、いじめ問題の和解などに市民の税金
が使われるという認識を徹底させ、いじめ問題の根絶に
向け鋭意取り組んでもらいたい。

●消費者センターの取り組みについて
若者向けにSNSを活用した消費生活相談を導入
するなど、幅広い層に対応した相談体制の構築
を求めたい。また、専門的研修の実施により相談
員のさらなるスキルアップを図ってもらいたい。

●新型コロナウイルス
　ワクチン接種について
接種を希望する受験生への優先
予約枠の確保などに配慮しても
らいたい。

●家庭におけるコロナ感染時の支援について
コロナ感染により一時保護が必要な子どもが増加した場合に対応できる
よう、関係部署が連携し、受け入れ施設や定員数の確保を求めたい。また、
保護者などが感染した際の支援メニューの内容について、わかりやすく周
知・案内するなど、保護者などの不安解消に向け取り組んでもらいたい。

●全国都市緑化フェアについて
コロナ禍における開催には困難を伴うと思うが、本
市を世界にアピールする絶好の機会と捉え、フェア
の成功に向け着実に準備を進めてもらいたい。

●ごみ分別アプリについて
利便性やペーパーレス化の観点から、地域の集会
の場や公共施設の窓口での周知・勧奨を行い、さら
なる普及啓発に努めてもらいたい。

●飲食店等感染防止対策の推進について
県の認証制度への移行に伴い、市の認証済店舗に
おいても新たに申請手続きが必要となることから、
県と連携し、市の認証済事業者の負担軽減に向け
た取り組みを求めたい。

●UIJターンによる人材確保支援について
本市への就業及び移住促進に向け、制度の充実や丁寧
な相談支援に努めるとともに、移住希望者のうち農業に
関心のある若者については関連部署と連携し、農業後
継者の育成につながるような取り組みを求めたい。

●バリアフリーマスタープランの策定について
策定過程において、実際に車いすでの移動を体験
するなど、障がいのある方などの目線に立った取り
組みを求めたい。

●道路などの除草業務について
SNSを活用した除草箇所の情報集約や除草ロボットなどの
AIを導入するなど、より効率的かつ先進的な手法を研究して
もらいたい。

可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を
表明します。第3回定例会では、２件の意見書が可決（内１件が全会一致）されました。

発議第14号

発議第15号

選択的夫婦別姓制度について積極的な議論を求める意見書について

※発議第14号は、
　全会一致で可決されました。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

　平成30年２月に内閣府が公表した世論調査に
おいて、夫婦同姓も夫婦別姓も選べる選択的夫
婦別姓制度の導入に賛成又は容認すると答えた
国民は66.9％であり、反対の29.3％を大きく上
回ったことが明らかになりました。しかし、現行の
民法では、婚姻時に夫婦のいずれか一方が姓を
改めることと規定しています。このため、社会的
な信用と実績を 築いた人が望まない改姓をする
ことで、自己同一性を喪失し苦痛を伴う、一部の
資格証では旧姓の使用が認められない、姓を維
持するために法的な保障の少ない事実婚を選択
せざるを得ないなどの問題が生じています。政府

は旧姓の通称使用の拡大の取組を進めています
が、ダブルネームを使い分ける負担の増加、社会
的なダブルネーム管理コスト、個人識別の誤りの
リスクやコストを増大させる等の問題も指摘され
ています。
　また、少子高齢化による一人っ子同士の結婚
や子連れ再婚、高 齢での結婚が増え、改姓を望
まないと考える人や、現行の民法で は改姓をしな
ければならないことから結婚を諦めてしまう人が
いるため、一層、非婚や少子化につながる要因に
もなっています。このような状況から、国連の女
子差別撤廃委員会は、日本政府に対し、女性が婚

姻前の姓を保持する選択を可能にするよう再三
にわたり民法の改正を勧告しています。
　さらに、平成27年12月の最高裁判決に引き続
き、令和３年６月の最高裁決定においても、夫婦
同姓規定が合憲とされる一方、夫婦の氏に関す
る制度の在り方については、国会で論ぜられ、判
断されるべきであるとされたところですが、依然
として国会での議論は進んでいない状況です。
よって、国及び政府におかれては、選択的夫婦別
姓制度について積極的な議論を行われるよう強
く要望いたします。

[発議第１４号 選択的夫婦別姓制度について積極的な議論を求める意見書について]
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今回、広報委員会の新たな試みとして、
「高校生と熊本市議会議員の意見交換会」
を開催いたしました。今後もこのような活
動を定期的に行いたいと考えております。
市議会をもっと身近に感じていただける
ような市議会だよりの作成を目指し、これ
からも広報委員会一丸となって取り組ん
でまいります。
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（１０名）  山本　浩之　議会広報副委員長

三森至加委員長 光永邦保委員 吉村健治委員

齊藤博委員 島津哲也委員高瀬千鶴子委員 荒川慎太郎委員 古川智子委員

山本浩之副委員長

11月29日(月)～12月17日(金)第4回定例会は、

★傍聴についてのご案内
感染症拡大防止の取り組みとして、本会議の直接傍聴についてはできる限り
お控えいただき、インターネット中継による視聴のご協力をお願いする場合
がございます。詳しくはホームページをご覧ください。
本会議・・・どなたでも自由に傍聴することができます。
傍聴希望の方は、本会議の開催される日に議会棟５階の受付にお越しください。
委員会・・・委員会室外に設けられたモニターテレビを通じて、どなたでも自由
に視聴することができます。

★インターネット中継をしています
定例会、臨時会の本会議及び予算決算委員会は市議会ホームページで生中
継・録画中継を行っています。
手話通訳の放映・・・本会議の映像に手話通訳の画面表示を行っています。
委員会のインターネット放映・・・無料動画配信サービス（ＹｏｕＴｕｂｅ）を活用し、
委員会のインターネット放映を行っています。

★市議会だよりは無料アプリ「マチイロ」からもご覧になれます
無料行政情報アプリ「マチイロ」へ市議会だよりを掲載しています。
ご登録いただきますと、スマートフォン等で市議会だよりをご覧いただけます。
最新号の発行をお知らせする他、平成30年度以降発行のバックナンバーも
ご覧いただけます。ぜひご登録ください。

★市議会ホームページの音声読み上げサービスをご利用ください
ご高齢の方や視力の弱い方、目の疲れやすい方にも快適にホームページをご
利用いただけるよう、市議会ホームページに音声読み上げサービスを導入し
ています。

★点字・音声版を発行しています
希望される方は、下記の議会局までお電話いただくか、必要事項(住所・氏名・
電話番号・点字か音声のどちらを希望するか)を記載の上、メール・ＦＡＸ・郵便
にてご連絡ください。

★会議録の閲覧ができます
平成３年以降の定例会・臨時会会議録及び平成１５年５月以降の各委員会会
議録を市議会ホームページに掲載しています。それより以前の分について
は、議会図書室等で閲覧することができます。

★皆様のご意見をお寄せください
議会だよりをさらに良いものにしていくために
ご意見・ご感想を募集しております。
送付先：下記の議会局までお願いします。

詳しい会議日程は熊本市議会ホームページをご覧ください。

田中敦　委員

市議会からのお知らせ
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令和3年度熊本市一般会計補正予算

熊本市附属機関設置条例の一部改正について

熊本市現代美術館条例の一部改正について

熊本市環境基本条例の一部改正について

令和3年度熊本市一般会計補正予算
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主な議決結果 各議員の賛否については、熊本市議会ホームページの議員名簿をご覧ください。

マチイロ 検 索

https://machiiro.town/

　公職選挙法の規定により、議員が年賀状等のあいさつ状を出すことは制限されておりますことから、年末年始のごあいさつは失礼させていただきます。
　皆様にはご理解いただきますようお願い申し上げます。

次のような事項に
つきまして、

公職選挙法で
禁止されています。

議員の寄付禁止 時候の挨拶状の禁止

年末・年始にあたり
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　● 答礼のための自筆によるもの
　　を除き、議員が年賀状や寒中
　　見舞い等時候のあいさつ状を
　　出すこと。

　● 本人が出席しない場合の結婚祝や香典
　● 地域の行事(祭り等)への寄付(御樽)や差し入れ
　● 葬式の花輪、供花　● 病気見舞い
　● 入学、卒業祝い　　● お中元やお歳暮

バリアフリーマスタープランの策定について

●救急車の病院収容時間について


